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１．スクイズオ工法とは 

水道配水用ポリエチレン管路において、任意の場所の管を圧着することで一時的に水の流れを抑制し、維持管理

または補修が行える工法です。 

 

２．スクイズオフ工法仕様 

３．使用事例(呼び径１００㎜) 

 

 

既設 EF ソケット 

リラウンダー 
挿入用 

レバーブロック 

スクイズオフ工具 

補強用 

EF ソケット 
ソケット 

挿入治具 
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４．スクイズオフ工法の活用提案 

 維持管理や補修での活用および取り合いや割り込み配管での活用方法を提案します。 

 

①弁類の交換配管 

 

②他工事による漏水事故での補修 

 

※イラストは施工イメージです 

※イラストは施工イメージです 
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③既設管との取り合い配管 

 

④支障移設や分岐、空気弁増設等での割り込み配管 

 

 

※イラストは施工イメージです 

※イラストは施工イメージです 
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2021 年 9月改訂 

スクイズオフオフ(圧着)工法 施工要領書 

配水用ポリエチレンパイプシステム協会 

（POLITEC） 

１．適用サイズ 呼び径 50㎜ 呼び径 75 ㎜ 呼び径 100mm 

２．接合部材 メカニカルソケット 

３．施工工具  

スクイズオフ工具レンタルセット示す 

 
油圧式スクイズオフ工具 圧着部 矯正工具 

    

 

   

 

 

 

   

   

  

専用 

工具 

ＰＯＬＩＴＥＣ 

推奨工具 

水道配水用ポリエチレン管専用 
(レッキス工業製) 全重量 23ｋｇ 

(リラウンダー) 
(Caldervale Technology(英国)製) 

ストッパー 

スクイズ
用ポンプ 

上圧縮棒 

下圧縮棒 

緩み止めボルト 
Ｒ 

スクイズオフ 
工具本体 

油圧ホース 

※呼び径ごとに矯正工具が必要です 

Ｒ 

補修部材 圧着部 補強部材 

HPPE 短管 

メカニカルソケット(インナーコア付き) 

インナーコア 

補強用ＥＦソケット 
(通常品と同じ) 

補修部材/ 
補強部材 

補強用 

ＥＦソケット 

挿入用 

工具 

※ソケット 

挿入治具は

専用工具 

呼び径 50 

呼び径 75 

呼び径 100 

プラスチックハンマー 角材 

ソケット入治具 

(呼び径 75 用) 

ソケット挿入治具 

(呼び径 100 用) 

レバーブロック等 

 (0.5t) ２台 

挿入用ワイヤー 

玉掛ワイヤーロープ 

被覆有(推奨) 

6mm✕1m程度 2 本 

Ｒ 

Ｒ 

Ｒ 

Ｒ 
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共通工具 

パイプカッタ 

サドルスクレーパ 

ペーパータオル 

アセトンまたはエタノール ＥＦコントローラ 

カンナ式スクレーパ 
手鏡 

(切削状況確認用) 

電動ノコギリ 
（セーバーソー、パワーソー) 

手ノコギリ 
  (シャーパー) 

発電機(2KVA 以上) 

Ｒ 

＜その他工具＞ 

・プラスチックハンマー 

 (挿入補助用) 

・ラチェットレンチ 

 (リラウンダー取り付け・取り外し用) 

  呼び径 50・75 用 ：呼び 24mm 

  呼び径 100 用  ：呼び 32mm 

・ニッパー 

 (補強用ＥＦソケットのストッパー除去用) 

スクイズオフ工具のレンタル申込・お問い合わせ先 

西尾レントオール株式会社グループへ 

(北海道・仙台・東京・新潟・大阪・名古屋・広島・福岡) 

【代表・お問合せ先】 

配管機器営業部 本部東京事務所 TEL：03-6260-8617 

・角材 

 (スクイズオフ工具の高さ調整用) 

 (挿入補助用) 

・ウエス 

 (管表面清掃用)  

 (管内水一時止水用) 

・コンベックス 

・油性ペン 
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４．作業フロー 

スクイズオフ工法の作業手順を下図に示します。 

 

１  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  １０  １１ 

設
置
位
置
お
よ
び
切
断
位
置
の
決
定 

  

管
の
清
掃
と
切
削(

ス
ク
レ
ー
プ) 

  

ス
ク
イ
ズ
オ
フ
工
具
の
設
置 

  

ス
ク
イ
ズ
オ
フ
工
具
に
よ
る
圧
着 

  

既
設
管
の
切
断 

  

圧
着
部
補
強
用
Ｅ
Ｆ
ソ
ケ
ッ
ト
の
事
前
挿
入 

  

Ｈ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
短
管(

補
修
用
短
管)
で
の
補
修 

  

ス
ク
イ
ズ
オ
フ
工
具
の
取
り
外
し 

  

圧
着
部
の
矯
正
（リ
ラ
ウ
ン
ダ
ー
使
用
） 

  

補
強
用
Ｅ
Ｆ
ソ
ケ
ッ
ト
の
挿
入 

  

補
強
用
Ｅ
Ｆ
ソ
ケ
ッ
ト
の
融
着 

 

 

５．施工手順(メカニカルソケットによる接合) 

5-1 スクイズオフ工具の設置位置および切断位置の決定 

スクイズオフ工法を使用して行う工事には、漏水箇所の補修や配管の布設替え、既設管からの分岐等がありま
すが、この要領書では漏水箇所の補修時の施工手順を示します。 
管網配管では通常破損部の両側にスクイズオフ工具を設置します。(以下片側部分で説明) 
管路の破損状況に応じて、以下のように切断位置及びスクイズオフ工具の設置位置を決定します。 
(エア抜き及び排水が必要な場合には、サドル付分水栓等を適切な場所に設置します。) 

 

5-2 管の清掃とスクレープ(切削) 

1） スクイズオフ工具設置位置を中心として、長さ 300mm 以上の範囲を管全周にわたり、土などの汚れをウエ
ス等で清掃します。 

2） 表面に有害な傷(管厚の 10％以上の深さの傷)が無いか確認します。有害な傷がある場合には、その箇所
まで切断を行うことに変更し、改めてスクイズオフ工具設置位置を決定します。 

切断位置 

※既設管路にＥＦソケット 
 がある場合は、上記表の 
 寸法以上の離隔を確保 

破損部は、スクイズオフ作業前に 
補修バンド等で一旦止水します。 

スクイズオフ 
工具設置位置 

切断位置から

700mm以上 

管下の 
作業スペース 

200mm 
程度確保 

掘削範囲はスクイズオフ 
位置から 1000mm 以上 

  

700mm以上 

掘削範囲は破損部から 2000mm 以上が必要 

土被りや地盤状況等により、 
土留め工の検討を行ってください。 

【ＥＦ受口がある場合の距離】          

隔距離 

※スクイズオフ工具設置位置に 

ＥＦ受口があり、離隔距離が取れない 

場合は工具設置位置及び切断位置

を調整してください。 

切断位置 

破損部 

既設ＥＦソケット等 
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3） スクイズオフ工具設置位置を中心として、スクレープ規定範囲を油性ペンでマーキングします。 

4） カンナ式スクレーパやサドルスクレーパで管全周にわたりスクレープします。切片の上にサドルスクレー
パの刃がのると、削りムラが発生することがあるのでご注意ください。 

5） スクレープが全周にわたり実施できていることを、手鏡等を使用して確認します。削り残しが生じた場合
は、カンナ式スクレーパでマーキングが消えるまで切削してください。 

 

 

5-3 スクイズオフ工具の設置 

1） スクイズオフ工具を設置します。 
① スクイズオフ工具本体と油圧ホースを接続します。チャックを最後までしっかりと締めます。 
② スクイズオフ工具本体の下に角材を置いて、高さを調整します。(終了後、角材は取り除く) 

③ スクイズ用ポンプのコックを「ＣＬＯＳＥ」から「ＶＥＮＴ(エア抜き)」へ回転させます。 

 

サドルスクレーパを使用 規定範囲を全周スクレープ 

手鏡で管底側を確認 

破損部 

管の清掃範囲 

スクレープ規定範囲 

スクレープ規定範囲 
スクイズオフ工具設置位置 

スクイズオフ工具本体 

  

  
  

    

  破損部 

角材で高さを調整 

ＧＬ 

スクイズ用ポンプ 

ポンプ操作は 

水平で！ 

コック側を上げる！ 
ＧＬ 

確実に 
締め付け！ 

コック 

ＣＬＯＳＥ ＶＥＮＴ 
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2） ストッパーを呼び径に合わせて左右両側とも設定します。 

 

3） 下圧縮棒を回転させて、スクイズオフ工具本体を既設管にセットします。 

 
4） 管芯が、油圧シリンダーの真下にくるようにセットします。 

管芯からずれていると正常な圧着ができないだけでなく、 

工具の不具合の原因になりますのでご注意ください。 

 
5-4 スクイズオフ工具による圧着 

1） スクイズ用ポンプの操作 
① ハンドル固定ピンを外します。 

呼び径に合わせて 

ストッパーを設定 
(写真は呼び径 100 に設定中) 

呼び径 75 
表示：90MM 

呼び径 100 
表示：125MM 

呼び径 50 
表示：63MM 

ストッパー 
(左右に回転) 

油圧シリンダ 

管芯に 

油圧シリンダを 

合わす！ 

ハンドル固定ピン リリースバルブ 

リリースバルブを 

時計方向に回して

油圧が 

かかる状態に！ 

少し上に持ち上げながら、 
右側のシャフトに、 

確実にはめ込みます。 

下圧縮棒が動かないことを

確認します。 

下圧縮棒 



9 

 

 
② リリースバルブを時計方向に回し、油圧がかかる状態にします。 
③ スクイズ用ポンプのハンドルを操作して、上圧縮棒を下げて管を圧着します。上圧縮棒が水平に下がって

いることを確認します。 
④ スクイズ用ポンプの操作は水平で行ってください。傾いた状態ではエア抜きができず圧力がかかりませ

ん。 

 
2） ストッパーが両側とも下圧縮棒に当たった時点で圧着完了です。 

 
3） 安全のため緩み止めボルトを、両側とも下限の位置まで下ろしてセットします。(手締めでセット) 

 
 

5-5 既設管の切断 

1） 破損部を電動ノコギリ等により切断し、撤去します。水替えが必要な場合は適宜行ってください。 

 

  

ストッパーと下圧縮棒が 

完全に接触した状態 

※低温時の場合、管が固くなるため、押し切った位置でも 

ストッパーと圧縮棒の間に隙間が出る場合があります。 

その場合は、押し切った位置で完了とします。 

緩み止めボルト 

緩み止めボルトを 

下限まで降ろす！ 

ハンドル 

ポンプ操作は 

水平で！ 

切断位置 

破損部 

切断位置 
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2） メカニカルソケットで接合するために、切断した長さよりも短い HPPE 短管を準備します。 

 

5-6 圧着部補強用ＥＦソケットの事前挿入 

1） 管端部の止水 
管端から水の排出がある場合には、補強用ＥＦソケット内面に水分が付着しないように配慮する必要があ
ります。 

排出量 対策 
少ない場合 管を少し持ち上げて排出が止まっている間にＥＦソケットを挿入します。 
多い場合 ウエスを管内に入れて、一時的に止水をした状態で、ＥＦソケットを挿入します 

 

 

2） 補強用ＥＦソケットの準備 
① 補強用ＥＦソケットは、センターストッパーを事前に取り除き、内面をアセトンまたはエタノールで清掃

しておきます。（挿入直前） 
② 管端からスクイズオフ工具周辺までを、アセトンまたはエタノールで清掃します。 

 
③ 補強用ＥＦソケットを管端からメカニカルソケットの接合に支障が無い位置(350mm 程度)まで通します。

挿入が固い場合は、ＥＦソケット端面に角材をあて、プラスチックハンマーにより挿入します。 
その際はＥＦソケット端子の破損に注意します。 

 
④ ウエスで止水した場合は、忘れずにウエスを取り除きます。 

 

  

  

    

  
管を持ち上げる 

ウエスを管内

に挿入 

清掃範囲 

    
        

  

ウエスで流水を仮止めする 

  

      

  

ウエス 補強用ＥＦソケット 

    

350mm程度 

ＥＦソケット端子の 

破損注意！ 

50 75 100

55 72 64

W-110 W-144 Ｗ-128

呼び径

ギャップ（mm)：X

HPPE短管長さ：Ｌ

HPPE 短管 
長さ：Ｌ 

  

  
  

    

  

切断長さ：Ｗ 

X X 

ギャップＸ：コスモ工機製メカニカルソケット有効

長) 
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5-7 ＨＰＰＥ短管(補修用短管)での補修 

ＨＰＰＥ短管をメカニカルソケットにより接合します。必ずインナーコアを管内に挿入してから使用します。
既設管とＨＰＰＥ短管の両側のギャップ(隙間)が均一になるように標線管理を確実に行ってください。 

 

 メカニカルソケットの詳細な作業手順は「施工マニュアル」をご参照ください  

 

5-8 スクイズオフ工具の取り外し 

1） 緩み止めボルトを、両側とも元の上側の位置に戻します。 

 
2） スクイズ用ポンプのリリースバルブを開けて、上圧縮棒を上昇させます。 

濁水発生の可能性があるため、リリースバルブは一気に開かずに、少しずつ開閉を繰り返します。 

また、状況により再スクイズオフ(圧着)による流量調整を行ってください。 

 

 

3） 完全に上昇した状態になったら、スクイズオフ工具を取り外します。 
① 下圧縮棒を回転させて、スクイズオフ工具本体を既設管から外します。 
② 油圧ホースをスクイズオフ本体から外します。本体及びホースに附属のキャップをセットします。 
③ スクイズ用ポンプのコックを「ＢＥＮＴ」から「ＣＬＯＳＥ」にします。 

 

 
    

 

    

メカニカル 
ソケット 

HPPE 短管 

メカニカル 
ソケット 

インナー 
コア 

インナー 
コア 

インナーコアを 

忘れずに！ 

 

緩み止めボルト 

緩み止めボルトを 

戻す！ 

開
く 

リリースバルブは 

一気に開かず 

少しずつ開閉を 

繰り返す！ 

閉
じ
る 
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④ ハンドル固定ピンをセットします。 

 

5-9 圧着部の矯正（リラウンダー使用） 

管の変形部に矯正工具(リラウンダー)を取付け、ラチェットレンチで締め付けて円形に復元します。 
1） スクイズオフした場所に合わせ目が真上になるように矯正工具をセットします。 
2） 管がほぼ真円になるまで(左右の穴同士が揃うまで)ラチェットレンチで締付けます。その位置まできた

ら、固定ボルトで一時的に固定します。 

3） 固定ボルトで固定した状態で 15分間保持します。 
4） 固定ボルトを外してから、矯正工具(リラウンダー)を取り外します。 

 

5-10 補強用ＥＦソケットの挿入 

1） 補強用ＥＦソケット端部から、予めスクレープした区間の汚れをアセトンまたはエタノールで、再度清掃
します。 

2） 補強用ＥＦソケットの挿入位置を油性ペンでマーキングします。 
3） 補強用ＥＦソケットの挿入 

  

本体のキャップ ホースのキャップ 

固定ボルトは通常 
この位置にセット 

  
 

    

メカニカルソケット  
矯正工具の 

セット位置 

 

合わせ目が真上になる

ように下側からセット 
ラチェットレンチで 
締め付ける 

左右の穴同士が 
揃うまで締め付ける 

付属の固定ボルトで 
一時的に固定 

補強用ＥＦソケット 
挿入位置 

 

清掃範囲 
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＜呼び径 50の場合＞ 

補強用ＥＦソケットに角材を当て、プラスチックハンマーで所定の位置まで挿入します。 
 

 ＥＦソケット端子の破損に注意します  

 

＜呼び径 75、呼び径 100 の場合＞ 

① 挿入用ワイヤーを引っかけて反力をとるために、スクイズオフ位置から 800mm 程度の位置に矯正工具をセ
ットします。(矯正工具は圧着部の矯正時に使用した物と同一のものです。) 

② 補強用ソケット挿入用工具をセットし、補強用ＥＦソケット端部から、予めスクレープした区間の汚れを
アセトンまたはエタノールで、再度清掃します。 

③ 補強用ＥＦソケットの挿入位置を油性ペンでマーキングします。 
④ 補強用ＥＦソケットを圧着部の中央に移動します。挿入しすぎた場合は、プラスチックハンマー等で調整

します。 

 

  

補強用ＥＦソケット 
挿入位置 

  

ＥＦソケット端子の 

破損注意！ 

 

 

レバーブロック 

挿入治具 
挿入用ワイヤー 

補強用ＥＦソケット 
挿入位置 

 

矯正工具 

(リラウンダー) 

800mm程度 

 

 

 

清掃範囲 

挿入用ワイヤー (リラウンダーに引っかけて反力をとる) 

レバーブロック 

挿入治具 
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5-11 補強用ＥＦソケットの融着 

1） 補強用ＥＦソケットを融着する。(クランプは不要です。) 

 ＥＦソケットの詳細な作業手順は「施工マニュアル」をご参照ください  

 

2） 補強用ＥＦソケット表面に「スクイズオフ・補強用ＥＦソケット」と油性ペンで記入する。 

3） 通電完了後は、冷却時間なしで埋め戻しが可能です。 

 

６．施工上の基本事項 

1） スクイズオフ工法では、既設管との接続は「メカニカルソケット」の使用を基本とします。 

2） スクイズオフ工法の施工可能な環境温度範囲は-10℃～40℃です。 

3） スクイズオフ工具設置位置にＥＦ受口があり、離隔距離が取れない場合は工具設置位置及び既設管切

断位置等を調整してください。 

4） エア抜き及び排水対策等が必要な場合は、サドル付き分水栓等を適切な場所に設置してください。ま

た、事業体から指示がある場合は、事業体と協議してください。 

5） スクイズオフ工具本体、油圧ホース、スクイズ用ポンプ等は適切なメンテナンス(油漏れ・油量等)及

びカップラのゴミ付着防止（付属キャップをセット）を行ってください。 

6） 圧着時は既設管の管芯に油圧シリンダーを合わすように作業してください。管芯からずれていると正

常な圧着ができないだけでなく、工具の不具合の原因になりますのでご注意ください。 

7） 圧着時、ストッパーが両側とも下圧縮棒に当たった時点で圧着完了ですが、低温時の場合、管が固く

なるため、押し切った位置でもストッパーと圧縮棒の間に隙間が出る場合があります。その場合は、

押し切った位置で完了とします。 

8） スクイズオフ工法における補強用ＥＦソケット接合部への水の付着は厳禁です。通常のＥＦ接合作業

と同様に水場では十分なポンプアップ、雨天時等はテントによる雨よけなどの対策や、補修時の漏水

等にはご注意ください。 

9） 濁水発生の可能性があるため、圧着開放時にリリースバルブは一気に開かず、少しずつ開閉を繰り返

して作業を行ってください。また、状況により再スクイズオフ(圧着)による流量調整を行ってくださ

い。 

10）補強用ＥＦソケットの圧着部への移動作業時はＥＦソケット端子の破損に注意してください。 

  

ＥＦコントローラ 

※スクイズオフにより管が真円に戻らないため、ＥＦソケットと管のクリアランスが部分的に 

大きくなることがあり、場合によってはインジケータが隆起しないことがあります。 

油性ペンで 

スクイズオフ補強用ＥＦソケット 

と記入！ 
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11）圧着部は真円に戻らないため、補強用ＥＦソケットと管のクリアランスが部分的に大きくなることが

あり、場合によってはインジケータが隆起しないことがあります。よって、補強用ＥＦソケットの場

合のみインジケータの確認は不要です。 

12）スクイズオフ工法では特に管の圧着作業における指詰め等に注意してください。 

 

※本資料掲載の内容については予告なく変更することがありますので、予めご了承願います。 

 


